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社会で自立できるための実学を学ぶ

本学の成り立ちは、創立者である諸澤みよが、今から
110年前の1909年、茨城県水戸市に裁縫教授所を開設
したのが前身です。みよは、女子教育である裁縫とい
う技術で手に職を持つことだけでなく、女性が一人の
人間として自立して生きるために必要な教養も身につ
けるべしと考える、その時代において進取の気性に富
んだ方だったようです。みよが女性として自立した意
識を持っていたことにはとても共感を覚え、私が本学
初の女性学長として迎えられたのにも通ずるものを感
じます。その後みよは、裁縫伝習所を母体に、女学校（の
ちの常磐大学高等学校）を作り、次いで短期大学を開設
しました。常磐大学は、みよの没後の1983年に開学し
たものです。
常磐大学は、「実学を重んじ真摯な態度を身につけた

人間を育てる」という建学の精神に基づき、「自立・創
造・真摯」という教育理念に沿って教育をすすめてきま
した。実学の解釈は様々ですが、私は、社会に直結する
学問、つまり社会で直面する課題に解決策を示すこと
ができる学問ととらえています。大学は社会に出るま
での助走期です。社会の変化が激しく、不確実性の高
い今こそ、自らを助け、社会の成長に貢献できる教養と
実践的な知識・技術を習得することだが大事だと考え
ています。

時代の要請に応じる新学部

本学の教育の特徴ですが、実学を重んじるというこ
とは、時代の要請に応じる教育を提供するということ
でもあります。そこで、2017年、2018年と相次ぎ、新学
部を設置しました。
開学時に人間科学部の1学部でスタートしてから、
1996年に国際学部、2000年にコミュニティ振興学部を
設置しましたが、2017年に国際学部とコミュニティ振
興学部を発展的に改組し、総合政策学部を設置しまし
た。総合政策学部では、周辺の地方自治体や地元企業
から協力を得て、地方行政の現状、地域金融、地方創生
と観光ビジネス等、地元に根差した実践的な学びを展

開しています。
2018年新設の看護学部は、長寿社会、高齢化社会に

あって、私達が健康に寿命を全うするために、看護職が
ますます重要になっていくという見地から、国立病院
機構水戸医療センターと本学が連携して設置しまし
た。看護学部のキャンパスは、水戸医療センターに隣
接する「桜の郷（さと）キャンパス」を拠点とし、水戸医
療センターで臨地実習をすることで充実した実習環境
で学ぶことができます。さらに、本学の中核である「見
和キャンパス」でも、学部共通科目や専門科目の一部を
学修します。おかげさまで2019年度入試での志願状
況も順調です。

地域連携で就職に強い地方大学

もう一つの実学教育として、地域連携があります。
地域との協働を通して、学生を地域の中で育てて頂こ
うと、地域連携科目やプロジェクトを多く展開してき
ました。2008年には「地域連携センター」を開設し、自
治体や企業とのコラボレーションや、産学官民連携に
よる寄付講座や連携講座等も運営しています。
具体的には、人間科学部の学生による地元那珂湊地

区の商店街活性化ワークショップ「TOKIWAまちなか
ラボ」や、「いばらき地域づくり大学・高専コンソーシア
ム事業」等が挙げられます。寄付講座としては、地元地
銀による地域金融の講義等、総合政策学部のビジネス
関係の講座を中心に展開しています。それ以外にも、
地元企業の管理職レベルの方や、連携協定を結んでい
る10の地方自治体や行政機関の方をゲストスピーカ
ーに招き、地方企業・行政のあり方を語って頂いていま
す。
このような日頃のカリキュラムの中での産学官民連
携が安定した就職先の確保につながり、本学は一貫し
て就職に強いことが、地域に根差した大学としての強
みです。そうした意味で、地方でキラリと光る大学で
ありたいと考えています。

「グローカル」教育の推進

4月から学長に就任して5カ月（取材時）が過ぎまし

た。国連で働いていたという経験から、学長として期
待されていることのひとつは本学教育のさらなるグロ
ーバル化だと認識しています。ただ着任し、現状を知
るにつれ、本学の学生は地元志向が強く、海外で活躍す
ることなどには必ずしも魅力を感じていないことが分
りました。しかし一方で、地元の中小企業も積極的に
海外展開していますし、茨城は農業県なので、海外から
研修生もたくさん受け入れています。現代は、グロー
バル化によって、東京だけではなくて、地方と世界が繋
がる時代なのです。
そこで本学では、地元（ローカル）にいながらグロー
バルな視野を身につけた教養人を育成する「グローカ
ル教育」に注力します。地球規模で物事を考え、ためら
わずに外国人とコミュニケーションが取れ、異文化と
共生できる知識と姿勢を身につけてほしい。そのため
に何をするかですが、まずは在学中に1週間でもいい
から外国を見てらっしゃいと送り出したいと思いま
す。
今でも母校が開講する国連本部での海外研修をお手
伝いしているのですが、人種のるつぼ、ニューヨークに
1週間も身を置けば、学生の目の輝きが変わってきま
す。「女性がたくさん活躍している」と驚く学生も少な
くない。ですから、本学の学生にも一度はこういう経
験をしてもらい、大学時代に眼を開くきっかけを作り
たい。そのための国際交流プログラムの拡大や、地球
市民教育の推進など、検討を進めているところです。
さらに、この9月、「国連アカデミック・インパクト」に
本学も正式加盟しました。これは国連が進めるグロー
バルイシュー10原則に、高等教育機関として取り組む
プログラムで、世界で1300ほど、日本でも70近い大学
が加盟しています。併せて、SDGs（持続可能な開発目
標）の推進にも積極的に取り組みます。本学では、既に
地域連携で培った町おこしや環境保護に係る教育研究
等の実績があります。こういった活動もSDGsという
フレームワークとの関係性をより明確にして、常磐大
学は、持続可能な社会の構築のための一員として、積極
的に貢献しているというブランディングを進めていき
ます。�
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